
四国大学文学部書道文化学科

あいさつ

四国大学文学部書道文化学科は、「書道に親しむ」から「書道を楽しむ」、さらに「書道を活かす」へと発展させ、

書道文化の専門的探求を目指すユニークな学科です。

学生たちは、書道の「技術」「歴史」「理論」などを探求していく中で書道文化を理解し、また書の作品制作

を通して自己を表現し、新たなことを創造する力を身につけていきます。本学科では、学生と教員が一九となって

元気に活動していることが特色です。学生が身につけた力は書道以外の分野でも応用範囲が広く、卒業後には

様々な職業の中でそれを活かしています。

私たち教員も、教育と研究の責務を呆たすべく日々 取り組んでいます。この展覧会は、学科の専任と非常勤の

教員が書法研究発表の場として年一回開催し、今年で 35回 目を迎えました。

時節柄、コロナ禍に対応した鑑賞法をお願いしております。また大学HPでの発表とこのパンフレット送付によって、

学外の多くの皆様にも鑑賞していただきたく存じます。なにとぞ御高覧のうえ、御教示賜りますようお願い申し上げます。

(出品者一同)

【交流プラザ展】
会期 令和 3年 7月 30日 (金)～ 8月 1日 (日 )10:00～ 17:00

場所 四国大学交流プラザ 3Fキ ャンパスギャラリー

【学内展】(受付はおりません)

会期 令和 3年 8月 2日 (月 )～ 8月 21日 (土 )

場所 四国大学 書道文化館 lFギャラリー

(但 し、 7～ 9日 、12～ 16日 は休館)

9:00～ 18:00

主催 四国大学 学際融合研究所 言語文化研究部門

(題字揮憂 :辻 尚子、 背景 :書道文化館 5階より望む眉山と吉野川 )

●
第35回

・　

　

・
●

●

―
●
―



00
〇

―卜 お
メ|ヽぉ

田た

剛

（仙
鳩
）

パ
ス
ツ
ー
ル
の
言
葉

ナ
ス
カ
の
地
上
絵

「猫
」

轡
勝
Ｆ

毬森
■″¨" さ

tが
7参

▲
み   °

鷲颯|シつ婦」澤書ο〕:静

奮舞iξ纂驚簿キlrゲ /凛鞣藍:

つ
よ
し
　
　
せ
ん
き
ゅ
う

や

ハ
ン
グ
ル
版
本
体

「明
け
な
い
夜
は
無
い
」

バ

区
ぽ

″

轟
綾
篠
響

警
　

　

〆
議鶴

ま
絣
轟

Ｌ
Ｉ
「
卜
Ｆ
ｌ
ｌ

〓
Ｏ
石
ス

卜暉中‐

f
で

rふザ
P

臨
」̈騒鷺

職
藁翻一一婆

91× 3568× 35

嘔

⌒

"子もヽb

_1

75× 143

・ | ‐
■  | .

. | |      |  ‐
‐

~ |,_|‐
 ―・

e
島

7
蜃 か 資

奪
V

金 ヽ
｀



た
か

つ
つ
ん

｀
上 ^つ

ユ上 じ

尚
　
子

（紅
雲
）

羅
隠
詩
二
首

天
賜
膳
脂

一
抹
肥
　
盤
中
希
落
笛
中
哀
　
雖
然
未
得
和
羹
便
　
曽
興
路
軍
止
渇
末

佛
屋
前
頭
野
草
春
　
二貝
妃
軽
骨
此
篤
塵
　
従
来
絶
色
知
難
得
　
不
破
中
原
未
是
人

蔚
爵ｍ
・・・・鍮
∫
軋

．．．‘権
絶
稀
警
Ｆ
）執Ｌな

争

225× 53× 2

|   .          ‐   ,     ‐‐_‐   .
~    ‐  ‐                  ‐~―

    ‐      ・・‐
~  
‐‐‐‐ ‐‐

|・

.‐ ‐‐・            .  ‐‐|‐    ~・― ―
_・   |    

‐
_| 

‐
 ‐

・           ・  |

■
   ||| .

_‐ |‐ |‐
・ .

麺ロレ

亀

サ
頑爵

.  ■ _  =  
‐
.   _.|・

 |.
~■

■ ||_‐ ._ |  : ..

・ 11

な
′



森 :

上
　
洋
　
光

か
み
　
　
よ
う

　
　
こ
う

厳
恭
寅
天
命

（厳
と
し
て
天
命
を
恭
寅
す
）

227× 83× 2

む
ＥＴ

ヽ ‐

_ 壼
亀嘲譲

ヽ
も″″

タ
/

_ ' ||

●    _ l .

事
一

r‐

●

｀ ヽ

ヽ

囲

義

頓ぽ

ぐ
ン

グ

‐
|■ F‐



（
『万
葉
集
』
よ
り
）

し

の

世
の

け
む
鶯

の

な滑
驀
轟
警ヽ

驚
・骨

裁
〓」
だ餃
｝霙

驚

袂
驚

罐

ヽ

鰤
い磯

. ~._■
||||=|'|‐ '・

藁
‐
 な

||― ■|:‐
1慕 .

・挙
　
　
　
　
　
　
　

１
鋏
護
・■

●
、
、、

．

亦・軒
，総
鰤

一

/
ヽ  ‐

鰹
　
・
　

．
　
‐
　

　

一

='1.. |. . .

シ

ど
―
・・‘証一筆
♂
・

‐

一

　

　

　

　

　

．．

・　

一

梅
の

木
伝
ひ

95× 180



,,
′it.

70× 172

寒
月
や

門
無
き

寺

の
天

た
か
し

‐   _|‐ ‐ .11● .

・  _|lt■ _■ .
■  .・・ ‐‐ 

‐
‐‐ |.|

ノ の

岡ぶ

オブ

`

」卜だ
ノヽい

　ヽ

く
１
、Ｌ
壕

｝^

気

4'

ヽ.3 ¬ヽヽ、

〃ζ

勝  雄9
旬

＾
‘

，

ヽ
■

・
１

　

・
　

●
　
〓「

・

ヽ

‐
ず

、
が

ヽ
G

.・
   |.

・
・

  ||:‐

・

:■
_

ヽ

]

白
桃
や

雫
も

お
ち
ず

水
の
色

寒
月

●

電

増資

う
ム

)・
1

oヽ

√

..ヽ食
・・

｀
ヽ

｀

終
●
打
・壼驚
菫鼈穐
．．
．、
‐．‥
‥

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゝ

簾
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
〕

等

ヽ
馬

翠

♂

″

ヽ



繭 鶴

罐 翻

鐵 繭

架
神
仙
道

壽
興
山
斉
福
随
春
至

亀 .

ぽ

意_"

渡た

邊
　
周

な
べ
　
　
し
ゆ
う

!,

5× 5

55× 55

痺 __ム い
ち

⌒

星よ
肪写V

騰

龍
．麟晰
魏

颯
ヅ

，
響

塞
君
飲

6× 6

醸畿・ 慶
''電

艤黎輻 鵞饉機蝙苺鰺機麟機聰鷺欝塀 蟻饉書櫻鬱艤楊 審鶴、.

驚

核

褥鶴
鰺蝙

螢犠 :聾饒 欲 蝙 憮 鰊 鶉 鰈 輻 辣 蟷 繹 鰈 藉

滲

6〉〈6

・ヽヽ・饉
艤
艤
『艤
財
饉
一̈、

轟
繭鶉
一麟
艤
轟
竃
．

罐

鞣



田た

立L貧
日 し

「と
き
め
き
」

（軸
製
作
　
辻
め
ぐ
み
）

本紙 225× 34 車由79× 47

―  |   | _ |. 11-|. _ _  ‐   .

ロ ス
:―^′Lえ

■ |・・●・ _.・■‐‐ . ・

‐(. ■ 1‐・ :| ‐ ‐
_ .|

_ ■ |‐・       ―
 .|.i  _

薇,F

I彎ヽ

じ

“

| ‐‐
| | | | ‐| | ‐|||‐‐
‐
| | : | ‐■

1:十五|

.´_ i''・ ■‐||



倉 S

た
け

せ
き
さ
い

周
於
能
　
（
『淮
南
子
』
の
語
）

壮

史し

（碩
斎
）

325× 11.5

鹿か

ヽ  ■ 1“E

,

■
「

7

=
llilL

.ヽ

く臨嗜

縣
参議
・
愉
〓

ξ
■
撼
●

一



日ヨく
志 ろヽ

木き

い

ろ
は

知 t

→ ゆ
κLき

22× ]8.5



こヽ
■
■
Ｊ

ノ

／

竹
　
正
　
高

た
け
　
　
ま
さ
　
　
た
か

「
１
％
の
勇
気
」

（東
田
直
樹
の
言
葉
）

35× 35× 2

■||■    ・
    .   .

'■

‐
1‐  ・       

・・

・

.    _|.‐    .1   11■■._

:    
・

 |● ・
  ・ |II

. :.._ .

・
畢亀醸

■・1・ 護 ♂ 鞍 ∫`

♂ ‐曇 :

メ■
=||‐

J…y5
ょ1,‐

 ‐
r

‐4・″    」F

轟〆マィだ
伊
「

三
τ
Ｉ
伊
‐

苺
ず
こ

占

〆

一

２
壌

．

鶴

．
群

轟
藤 ‡
譲 :馨‐な‐

奎

量

亀_

オ塩守 鱈亀

轟11計

撥



―

■

―

．

　

　

．

・

　

●

●

■

一
■

●

・
●

【国
語
訳
】

．
道
は
瓦
監
に
在
り

「道
は
瓦
甕
に
在
り
」
の
句
は
、

『
荘
子
』

「知
北
遊
篇
」
に
見
え
る
。
荘
子
は
、
瓦
監

（か
わ
ら
）
の
よ
う
な
取
る
に
足
ら
な
い

も
の
に
も
道
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

呉
昌
碩
は
三
十
三
歳
の
時
に
こ
の
句
の
印

を
刻
し
て
い
る
。
彼
は
、
漢
晋
の
導
を
と
て

も
多
く
蔵
し
て
お
り
、
簿
の
字
の
味
わ
い

を
自
ら
の
刻
印
の
風
格
と
し
て
い
た
。
だ

か
ら
呉
昌
碩
に
と
つ
て
の
道
は
導
、

つ
ま

り
瓦
費
に
あ
る
の
で
あ
る
。

~     
●  |  .  .■ _||_

1  1  ‐~.‐          ‐

■ ●_.‐ |‐ |

‐       ‐  | _ |

・  ・
_‐ _ _).||■  _ |

■ :.●‐●,■・ ., .

=■

:・
●■̂・

 ・ ・ _

・
¨ ■ '_.   |_
. 

‐
| 
―
   . ‐,|.‐・ .:

.■、・ ■■‐|―|

_,1■  .

∵
‐・ |_   ‐

饂

μ

Ｌ

鶴電

〓

ヽ

お
壼
″議議
潟ん
）だ

ｒ
ｌ
旬
ｔ鼻

ネ

／
霧
′
ガ
タ
諸
′ガ
で
ノ
が

機
紆

楡

隆

暉

′繊

掌

・豚

砕

″
∴

惨

め
ふ

〓構
儀

慮
式

ノ
鮮

多
湾
σ
タ
ノ幾

げ

／
，

オ
数

多
編
軌列
一後

一樹
ぽ

凛

畿

貯篤

件
す
れ
″

石
と４
却
磁
膚
影
／
４ｇ

奪
隼

」
舞

石

中

ず

・勢

腸

儀

ル

・グ

一響

‐約

ハず

，鷹

参

ル

オ

晨

ス

一遊

務

な

け

薦

ぬ

ノ風

威

「暮

椰
労

ん

′〃

ル

オ

乃

７亀

（
ｅ

μ

ｆ

修

彦

亀

礁

套
義

Ｆャ
謄
籐

だ

27.2× 242



L=■

ノ毛お

朋 t

書
／
箔

「心
」

195× 27.2

|■ ‐. ‐ |― ■ ■
― |‐ |

. ‐ ‐ _|_  ■

り||な

子 こ

||  
‐
‐

■■●  .:11       . . ・ ■
1.:

‐            ■ |‐
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書
人
　
紙
上
作
品
展
】

四
国
大
学
書
道
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
元
に
関
係
す
る
近
世
か
ら
近
代
に

か
け
て
の
書
家

の
作
品
を
収
集
し
、
教
員
展

の
折
に
、
少
し
ず

つ
展
示
し
て
、
鑑
賞

し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

蔀
智
次ヽ
網
鴨
ｍ川
　
宝
暦
七
～
文
化
十

（１
７
５
７
～
１
８
１
３
）
五
十
七
歳

播
磨
網
千

（姫
路
市
網
千
区
）
の
出
身
。
名
は
績
、
字
は
―‐――‥
勲
、
通
称
は
大
助

・
与
蔵
。

永
円
孫
右
衛
門
直
道
の
四
男
。
佐
々
木
を
名
の
る
ｃ
若
年
で
京
都
に
出
て
芥
川
丹
邸
に
学
ぶ
．

の
ち
那
波
魯
堂
の
門
人
と
な
り
、
魯
堂
が
徳
島
に
招
聘
さ
れ
る
の
に
随
行
し
た
。
魯
堂
の
没

後
、
男
子
が
な
か
っ
た
の
で
推
さ
れ
て
師
の
娘
の
貞
と
結
婚
し
家
督
を
相
続
し
た
。
寛
政
四
年

（１
７
９
２
）
、
寺
島
学
問
所
の
文
学
教
授
に
な
り
、
享
和
三
年

（１
８
０
２
）
、
淡
路
島
の
洲

本
学
問
所
の
文
学
教
授
に
転
じ
、
居
を
洲
本
に
移
し
た
。

鮮
黙
　

侑
倶
普
土
　
安
永
六
～
天
保
十
四

（１
７
７
７
～
１
８
４
３
）
六
十
七
歳

徳
島
の
生
ま
れ
ｃ
名
は
燥
、
字
は
子
文
、
通
称
は
嘉
蔵
。
幼
時
は
人
木
巽
所
に
学
び
、

長
じ
て
那
波
網
川
の
門
に
入
る
。
江
戸
に
行
き
古
賀
精
里
の
学
僕
と
し
て
学
ぶ
ｃ
加
賀
藩
よ

り
招
か
れ
た
が
父
の
病
気
で
辞
退
し
、
徳
島
に
塾
を
開
い
て
教
え
、
多
く
の
人
材
を
育
て
た
．

ふ

じ

い

ら

ん

で

ん

藤

井

藍

田

文
化
士

Ｔ

慶
応
元

Ｔ

８
１
６
～
６
５
）
五
十
歳

大
阪
に
生
ま
れ
る
。　

‥名
は
尚
徳
、
字
は
伯
恭
、
通
称
は
平
左
衛
門
。
父
は
阿
波
麻

植
郡
牛
島

（吉
野
川
市
牛
島
）
出
身
の
呉
服
商
。
十
五
歳
の
時
か
ら
漢
籍
を
広
瀬

淡
窓
に
、
書
を
人
木
巽
所
に
、
画
を
中
江
藍
江

。
田
能
村
竹
田
に
学
ぶ
．
大
阪
南

堀
江
に
玉
生
堂
塾
を
開
き
、
尊
王
を
説
い
た
。
幕
府
の
日
を
逃
れ
て
父
の
実
家
に
移
り
、

二
年
後
に
大
阪
に
戻
る
が
、
新
撰
組
に
捕
縛
さ
れ
拷
間
を
受
け
獄
中
に
歿
し
た
。
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雪
言
　
天
保
二
～
明
治
三
十

一

（
１
８
３
１
～
９
８
）
六
十
八
歳

淡
路
洲
本
の
生
ま
れ
で
、
外
山
三
太
夫
の
次
男
。
名
は
正
那
、
通
称
は
右
近
。
少
年
の
頃

か
ら
能
書
の
問
こ
え
が
高
か
っ
た
が
、
京
都
に
遊
学
し
て
貫
名
称
翁
の
門
に
入
り
塾
頭
と
な
る
ｃ

後
に
落
翁
の
次
女
の
女
婿
と
な
り
貫
名
家
を
継
い
だ
。
林
翁
が
聖
護
院
村
に
隠
居
し
て
か
ら
は
、

京
都
室
町
の
須
静
堂
で
多
く
の
子
弟
に
書
や
漢
学
を
教
授
し
た
。
ま
た

一
条
家
に
奉
仕
し
高

貴
の
人
々
に
指
導
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
明
治
維
新
後
は
東
京
に
移
っ
て
外
務
省
書
記
と
な

り
、
神
田
猿
楽
町
で
漢
学
塾
を
開
い
た
。

〓
〓
毛
一幕
舜
紺
御
　
天
保
五
～
明
治
四
十

一

（
１
８
３
４
～
１
９
０
８
）
七
十
五
歳

阿
波
美
馬
郡
舞
中
島
に
生
ま
れ
る
。
医
家
、
三
宅
速
水

（杏
堂
）
の
長
男
。
名
は
高

達
、
字
は
玄
達
ｃ
詩
文

。
儒
学
を
巌
本
贅
庵

・
藤
澤
東
咳

。
広
瀬
淡
窓

・
旭
荘
に
学
ぶ
。

医
学
は
、
大
阪
の
吉
益
掃
部

。
華
岡
南
洋
に
学
び
、
の
ち
京
都
の
百
々

一
郎
に
人
間
し
て

そ
の
塾
頭
と
な
る
。
ま
た
書
を
貫
名
林
翁
に
学
ぶ
。
安
政
五
年

（１
８
５
８
）
に
帰
郷
し

て
父
の
あ
と
を
継
い
で
開
業
し
、
特
に
外
科
を
も
つ
て
知
ら
れ
た
。
明
治
七
年

（１
８
７
４
）
、

美
馬
郡
医
師
組
合
会
頭
に
就
任
３
医
業
の
傍
ら
、
脇
町
郷
校
の
講
師
、
司
読
、
藩
校

長

久
館
の
寮
員
を
勤
め
た
。

熱
叶
”郷
一触
汗
志
里
　
安
政
五
～
昭
和
十
九

（１
８
５
８
～
１
９
４
４
）
八
十
七
歳

美
馬
郡

一
宇
村
伊
良
原
の
人
．
名
は
角
太
郎
、
別
号
は
屈
伸
園

・
蟷
堂
ｃ
辰
蔵
の
長

男
。
若
年
で
三
宅
舞
村
に
学
び
、
さ
ら
に
官
内
安
芸

・
山
口
義
長

。
日
辺
龍
仙
に
学
ん

で
、
小
学
校
教
員
と
し
て
和
歌
山
市
に
行
く
Ｇ
そ
こ
で
は
森
円
節
斎
の
妻
、
無
絃
姐
に
漢

学
を
学
ぶ
。
徳
島
県
に
戻
り
教
員
を
し
な
が
ら
書
道
を
研
鑽
し
た
ｃ
卓
書
を
得
意
と
し
、

全
国
各
地
で
書
道
の
講
習
会
を
実
施
。
出
版
物
も
多
く
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
。
晩

年
は
視
力
が
衰
え
た
が
、
養
女
の
手
に
引
か
れ
て
広
島

。
今
治

・
京
都

。
東
京
な
ど
を
移

転
し
な
が
ら
遊
説
し
た
。



出 品 目 録

太 田  岡」(仙鳩)(教授〉

ナスカの地上絵「猫」

パスッールの言葉

ハングル版本体「明けない夜は無い」

―字書「鎮」

『理趣経』五番偶

辻  尚 子 (紅雲)1教授,

羅隠詩二種

「誦颯」

趙暇詩句

金子みす のゞ詩「金魚のお墓」

廣瀬淡窓の詩

森 上 ,羊 光 (教授)

金え「厳恭寅天命」

柑書「韓勅碑」

黒 田 賢 ― (客員教授,

「梅の花」 (『万葉集』)

田ノ岡 大 雄 備勤講師)

「寒月」(蕪村の句,

「雹公鳥」(弓削皇子の歌)

「桃」(桃隣の句)

「白紙」(正 岡子規の句)

渡  邊  周  ― (星肪)ヽ常勤講師|

「壽典山斉福随春至」 (鐘伯敬の語 )

「騰龍」 (『説苑』説叢 )

「槃神仙道」(徐 南復の語)

「蓋君飲」(『小学』,

上 田   普 儒師)

「ときめき」

鹿 倉 壮 史 (碩斎)(講師)

「周於能」(『淮南子』)

黒 木 矢口 之 (請師)

「いろは」

小 竹 正 高 1講師|

「1%の 勇気」(東田直樹の言葉リ

松 村 茂 樹 講ヽ師)

開於呉昌碩的 「道在瓦費」.

1呉 昌碩の「道は瓦盤に在り」について)

川 尾 朋 子 `特
認教授,

書 ′箔「心」

蝙
〒771-1192 徳島市応神町古川

四国大学

学際融含研究所 言語文化研究部門

TEL   088(665)1300
FAX   088(665)8037
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